
野
田
連
立
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
野
田

政
権
は
東
日
本
大
震
災
と
原
発
大
事
故
の
被

災
者
救
援
、
生
活
再
建
を
は
じ
め
、
国
民
生

活
第
一
の
政
治
に
ま
い
進
し
て
く
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
答
え
は
ノ
ー
。
鳩
山
、
菅
に
続

く
民
主
党
政
権
は
、
２
年
前
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
完
全
に
葬
り
去
り
、
消
費
税
増
税
、
原

発
推
進
の
財
界
と
官
僚
の
利
益
を
代
弁
し
て

延
命
を
図
っ
て
い
ま
す
。

野
田
首
相
は
民
主
党
の
代
表
選
挙
や
就
任

演
説
で
、
２
年
前
の
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
見
直
し
・
放
棄
を
迫
る
自
民
、
公
明
と

の
「
３
党
合
意
」
協
議
の
加
速
を
約
束
し
ま

し
た
。
「
３
党
合
意
」
の
加
速
と
は
大
震
災

の
復
興
財
源
を
消
費
税
で
充
て
る
、
子
ど
も

手
当
て
の
見
直
し
、
日
米
同
盟
の
強
化
な
ど
、

２
年
前
の
国
民
と
の
「
約
束
」
を
根
底
か
ら

否
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
形
は
民
主

政
権
で
も
、
事
実
上
の
民
・
自
・
公
の
連
立

政
権
で
す
。

と
く
に
震
災
復
興
に
関
わ
る
財
源
問
題
は
、

震
災
前
か
ら
浮
上
し
て
い
た
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」
に
よ
る
消
費
税
増
税
や
医
療

・
年
金
改
悪
に
す
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
問
題
で
は
、

「
日
米
同
盟
は
基
軸
の
基
軸
」
と
、
沖
縄
県

民
の
願
い
を
無
視
し
た
新
基
地
建
設
に
踏
み

込
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

福
島
第
１
原
発
の
大
事
故
は
、
核
と
原
発

は
人
類
と
共
存
で
き
な
い
こ
と
を
改
め
て
確

認
さ
せ
ま
し
た
。
原
発
大
事
故
は
未
だ
収
束

を
み
な
い
ど
こ
ろ
か
、
放
射
能
汚
染
は
拡
大

し
、
大
気
、
大
地
、
海
、
そ
し
て
生
き
も
の

へ
と
生
態
系
の
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
」
を
表
明
し

た
菅
首
相
の
後
継
者
を
選
ぶ
民
主
党
代
表
選

挙
で
は
、
５
人
の
候
補
者
全
員
が
「
脱
原
発
」

を
表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
か
で
も
野
田

首
相
は
、
原
発
輸
出
も
「
国
際
貢
献
」
と
う

そ
ぶ
き
、
原
発
再
稼
動
か
ら
事
実
上
の
容
認

へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
・
自
・
公
の
政
治
は
も
う
ゴ
メ
ン
で
す
。

消
費
税
増
税
反
対
・
原
発
再
稼
動
阻
止
の
声

を
挙
げ
、
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
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で
す

野田連立政権
財界・官僚の代弁者

被
災
者
支
援
を
急
げ
、

放
射
線
被
害
を
拡
大
す
る
な
！

原
発
廃
止
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
！

庶
民
の
か
す
か
な
願
い

３
代
目
内
閣
で
つ
ぶ
れ
る
か

民
・
自
・
公
の
３
党
合
意

事
実
上
の｢

連
立
政
権｣

菅
＝

脱
原
発
依
存

野
田
＝
再
稼
動
か
ら
容
認

大増税が到来
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高
橋
は
る
み
北
海
道
知

事
は
８
月
17
日
に
北
海
道

泊
原
子
力
発
電
所
３
号
機

〈
出
力
91
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
〉

の
再
稼
動
を
容
認
し
ま
し

た
。
福
島
原
発
事
故
の
末

代
に
お
よ
ぶ
深
刻
な
放
射

線
被
害
が
続
く
な
か
、
泊

原
発
再
稼
動
容
認
は
被
曝

地
フ
ク
シ
マ
を
は
じ
め
、

「
脱
原
発
」
の
世
論
を
無

視
し
た
暴
挙
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
泊
原
発
３
機
の

う
ち
１
、
２
号
機
は
す
で

に
定
期
検
査
で
停
止
し
て

い
ま
す
。
現
在
全
国
の
原

発
54
基
中
41
基
が
現
在
停

止
し
て
お
り
、
原
発
稼
働
率
は
僅
か
23
％
で
す
。

ま
た
稼
動
中
の
原
発
は
今
後
、
定
期
検
査
で
次
々

に
停
止
し
、
２
０
１
２
年
春
に
は
す
べ
て
の
原

発
が
稼
動
停
止
状
態
と
な
り
ま
す
。

全
原
発
停
止
の
事
態
を
恐
れ
た
政
・
財
・
官

・
学
な
ど
「
原
子
力
村
」
が
原
発
再
稼
動
の
突

破
口
に
し
た
の
が
泊
原
発
３
号
機
で
す
。

全
国
の
多
く
の

原
発
が
稼
動
停
止

す
る
な
か
、
東
電

を
は
じ
め
電
力
業

界
、
政
府
が
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
停
電
の
恐

怖
を
煽
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
一
定
の
節
電

効
果
を
加
え
て
も
電
力
供
給
に
支
障
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
北
電
力
は
大
震
災
や
そ
の
後
の
水
害

で
、
火
力
・
水
力
発
電
所
や
送
電
線
の
多
く
が

被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
８
月
に
は
東
北
電

力
は
東
京
電
力
か
ら
送
電
の
支
援
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
今
や
東
電
か
ら
東
北
電
力
へ
、
最
大

２
３
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
送
電
線
を
確
保
し
、

余
力
電
力
の
送
電
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
電
関
係
の
原
発
は
17
機
中
、
新
潟
柏
崎
刈

羽
原
発
２
機
の
み
稼
動
し
て
お
り
、
そ
れ
で
も

東
北
電
力
に
送
電
で
き
る
の
で
す
。
原
発
が
な

く
て
も
火
力
・
水
力
発
電
を
は
じ
め
、
既
存
の

発
電
所
の
保
守
、
再
開
で
維
持
で
き
ま
す
（
図

参
照
）
。
さ
ら
に
東
電
は
電
力
使
用
制
限
令
の

解
除
を
経
産
省
に
要
請
し
、
９
日
か
ら
解
除
す

る
余
裕
ぶ
り
で
す
。
ま
さ
に
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
原
発
推
進
の
た
め
の
世
論
づ
く
り
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
や
ら
せ
」｢

偽

造｣

「
官
業
癒
着
」

「
情
報
隠
し
」
な

ど
の
腐
っ
た
構
造

と
虚
構
の
「
原
発
安
全
神
話
」
と
き
っ
ぱ
り
手

を
切
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
震
活
動
期
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

と
き
、
世
界
に
４
０
０
基
以
上
あ
る
原
発
の
中

で
、
地
震
危
険
地
帯
に
あ
る
原
発
の
９
割
が
日

本
が
占
め
て
い
ま
す
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

・
フ
ク
シ
マ
を
経
験
し
た
今
、
２
度
の
原
発
事

故
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
泊
原
発
再

稼
動
の
中
止
、
全
て
の
原
発
の
停
止
、
ベ
ト
ナ

ム
を
は
じ
め
と
し
た
原
発
の
海
外
輸
出
禁
止
を

求
め
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

へ
転
換
の
た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ先

原
発
事
故
を
防
ぐ
に
は

全
原
発
を
廃
止
す
る
こ
と

北電・泊原発再稼動

原発推進の突破口狙う

出典･日本経済新聞８月18日3面より

東
電
・原
発
な
く
て
も
電
力
供
給
可
能

新社会週
刊


